
第３回オンライン自主研修 感想・意見 

① 全体として、新しい医学的定義の件

とかは、とても分かりやすく、まとまっ

ていて有難かったです。 が、今、現場

は、発達障害って数年前から使いません

よね？？ 発達特性としか私も認識して

いないので、その基本ラインで、一番大

きな、そこはかとなく感じる“上から目

線”を感じた部分が残念でした。 

 県内で、当事者主権の観点から、ご自

身が特性をお持ちの精神科医の、発達特

性を持った方々への支援態度？、目線の

差が、如実で、この問題の根の深さを今

更ながら、考えさせて頂けました。 

 母が特性持っていますので、ご本人

は、特性をお持ちとは気づいていない、

身近にいる、いわゆる“困ったちゃん”

への対応にも言及して頂ける機会があれ

ばと思いました。  

 

②（１）休憩入れても六〇分、三〇分の

講演は長時間過ぎて長いので自宅での視

聴は間延びする 

（２）発達障害の基本や特徴の座学内容

はコンパクトにまとめて四五分程度で後

半四五分を保護司での発達障害ケースの事例を入れると実学として役に立つと感じます（全体で六〇分） 

（３）最後の「保護観察における配慮の例」や「問題行動への対応例」「まとめ」は具体的で保護司として役に

立つ内容であった 

発達障害を障害としてとらえるのではなく、「個性」として相手と向き合って誠実な気持ちで対応することが大

切であると思います 

 

③ かつては、「落ち着きのない子ども」、「空気をよめない人」などは「ちょっと変わった子ども・人」と思わ

れていましたが、今では、「発達障害」と診断されるようになり、周りの理解も進んできました。また、一般的

に犯罪を犯した人や非行に走った子どもには発達障害の方が多いとも言われています。 

 本研修は、発達障害に関して、「ランドセルを忘れて登校する小学生」や「発達障害の方は主語と述語を省略

しない英語の方が日本語よりも理解しやすい」など、具体的な事例を交えて説明があり、良く理解できました。 

 今後、発達障害の方を担当することになった場合は、テキストの「保護観察における配慮の例」を参考にし

て、対応したいと考えています。 

 



④ 「自閉スペクトラム症(ASD」と「ADSD」について宮本先生が詳しく説明して下さり、保護観察においての事

例も沢山挙げて下さり、とても分かりやすく勉強になりました。 

 現在は知的障害のない自閉症が多いこと、０か１の発想で話が通じにくいこと、限定された嫌な刺激を受ける

とパニックになること、等、知っていてこそ落ち着いて相手に向き合ってあげれることが分かりました。 

 こちらが話したことが思っている意味で通じないことがあることもふまえ、「掛け違いの会話」にも気を付

け、沢山の心掛けと気遣い、きちんと筋道を立てていちから丁寧に話してあげることの必要性を学びました。同

時に、その難しさも感じました。 

 

⑤ 大変勉強になるお話でした 

私も、長い説明は聞いていない（嫌い？）ですし 

代名詞「それ」「あれ」ではわからないこともあります 

発達障害の方たちだと余計に感じる事だと思います 

担当する対象者が発達障害（知的障害を含めて）であれば 

一言一言大切に話をしていきたいと感じました 

 

⑥ オンラインであるがゆえに、適格・正確な時間配分、休憩での体操、講師の表情・説明画面が鮮明であっ

た。しかも、具体的、わかりやすく、体験談も含めた、丁寧な講演であった。とても勉強になりました。 

第４回オンライン自主研修を楽しみにしております。 

 

⑦ 今回の講演での重要と思われた点をいくつか感想を述べる。一つは発達障害のとらえ方の考え方（概念）の

変化、変更である。広汎性発達障害やアスペルガーなどそれぞれ個としてとらえられていたが、自閉スペクトラ

ム症という考え方に大きく一つにくくられている。注目すべきはスペクトラムという点であろう。特にこのスペ

クトラムという考え方は、我々みんな多少なりともそのような症状を有している場合もあったり、私も一つぐら

いは自閉スペクトラムの症状にあてはまる場合もあったり、はっきりとした境界はなかったり、というふうに理

解した。 

 ではその対応はどうしたら良いのかというと講演でも詳しく説明されているがなかなか難しい。相当な時間を

かけての訓練が必要であると感じた。とりあえずざっと理解してあとはノートを横に置きながら対象者との面談

をするのか。特性に応じた対応例としては、本人だけでなく家族に接する時も同じ傾向がある場合が多いから配

慮や工夫をするとか、言葉を省略しないで会話を組み立てるとか、目の前でメモをしながら説明するとか、する

ことの教示とか、いろいろあるわけであるが、講演のなかで紹介された技術（配慮）の実践はかなり難しいと思

う。問題行動への対応も同様である。 

 特性に応じた対応ができるように知識と訓練が必要であると感じた。 

 

 


